
資

料

し
て
い
る
と
と
ろ
も
あ
る
(
高
松
〉
。

例
県
余
裕
金
の
商
工
中
金
へ
の
預
託

県
余
裕
金
を
商
工
中
金
を
通
じ
て
中
小
企
業
へ
融
資
す
る
計
画
が
各
地
に
於
て
真
剣
に
採

り
上
げ
ら
れ
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
(
秩
問
、
金
沢
、
高
松
、
高
知
)
。
然
し
業
者
の
融
資

希
望
額
は
県
の
預
託
金
額
を
盗
か
に
上
魁
り
、
中
に
は
使
来
的
な
も
の
も
少
〈
な
ぐ
、
右
の

内
ど
の
程
度
が
螺
り
上
げ
ら
れ
る
か
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
(
秋
田
)
。

付

此

他

中
小
企
業
金
融
雌
に
対
処
す
る
た
め
業
者
の
側
に
於
て
も
信
用
協
同
組
合
設
立
の
動
き
が

漸
次
高
ま
っ
て
い
る
が
(
福
島
、
静
岡
、
松
江
〉
、
中
に
は
小
規
模
の
も
の
で
経
営
上
の
諸
点

に
難
色
が
焼
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
(
静
岡
、
松
江
)
、
組
合
の
寵
立
防
止
労
々
資
産
構
成
の
健

全
化
、
上
級
機
関
の
設
置
等
が
必
要
祝
さ
れ
て
い
る
(
松
江
)
。
な
お
長
野
県
に
於
て
は
全
県

一
本
の
信
用
協
同
組
合
結
成
の
気
通
が
み
ら
れ
、
そ
の
成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
(
松
本
)
。

又
神
戸
銀
行
に
於
て
は
中
小
企
業
金
融
専
門
前
舗
と
は
別
に
信
用
保
証
協
会
の
保
柾
の
下
に

兵
山
県

一
O
O百
万
円
大
阪
府
三

O
百
万
円
安
融
資
総
額
限
度
と
し
て
中
小
企
撲
に
融
資
す

る
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
を
殻
け
四
月

一
日
よ
り
央
施
す
る
こ
と
L
な
っ
た
が
そ
の
成
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
(
神
戸
)
。

右
の
如
〈
中
小
企
業
金
融
対
策
は
一
応
出
揃
っ
た
感
が
あ
り
、
之
が
円
滑
な
、
起
用
に
つ
い
て

は
企
業
の
側
に
於
け
る
合
理
化
の
促
進
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
然
し
中
小
企
業
の
苦
況
を
打
開

す
る
た
め
に
は
金
融
政
策
の
み
に
よ
る
対
熊
に
は
既
に
限
界
が
あ
る
と
し
て
内
外
有
効
需
要
の

映
起
の
た
め
の
何
等
か
の
捕
憶
を
要
望
す
る
戸
が
一
般
に
強
〈
な
っ
て
い
る
〈
柄
拘
、
京
都
、

広
向
、
松
江
、
高
知
)
。

の

同

品

村
金
融
事
情

供
米
代
金
の
流
入
一
巡
後
納
税
資
金
、

ww政
資
金
の
引
山
顕
結
な
た
め
農
中
系
統
金
融
機
関

の
資
金
線
は
一
回
深
刻
化
し
、
貯
払
の
伴
止
乃
至
制
限
を
行
う
単
協
組
が
各
地
に
発
生
し
て
い

る
(
各
庖
)
。
尤
も
多
角
経
営
の
可
能
な
天
然
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
方
の
山
村
合
融
は
比
較

的
余
裕
を
示
し
(
神
戸
)
未
だ
表
而
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
〈
静
岡
、
松
山
、

制
問
、
熊
本
)
。

農
村
金
融
温
迫
の
原
因
と
し
て
は
米
側
の
低
位
決
定
、

附
収
入
の
減
少
、

納
税
・
貨
A
W一の
霊
圧

四
五
六

及
び
肥
料
等
の
値
上
り
に
よ
る
営
農
資
金
の
増
大
に
も
よ
る
が
、
更
に
系
統
機
関
の
運
営
の
拙

劣
に
よ
る
資
金
の
聞
定
化
、
報
奨
物
資
の
滞
貨
の
哨
大
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
で
あ
る
〈
各
陪
)
。

之
に
対
し
農
中
、
県
信
速
に
於
て
は
単
協
組
に
対
し
、
出
資
金
の
増
大
〈
仙
台
〕
、
過
大
資
産
の

売
却
、
定
期
性
預
金
へ
の
強
制
振
替
等
種
々
の
対
策
を
考
慮
指
導
し
て
い
る
が
(
松
江
〉
、
更
に

滞
貨
、
未
収
金
等
に
対
す
る
特
別
の
措
置
の
実
施
が
望
ま
れ
て
い
る
(
札
幌
〉
。
又
季
節
性
の
激

し
い
資
金
を
対
象
と
し
た
金
融
機
関
が
成
り
立
ち
得
る
や
否
や
金
融
機
構
の
検
討
が
叫
阻
ま
れ
て

い
る
〈
松
本
〉
。

右
の
仰
き
単
協
組
の
金
線
り
の
恐
化
を
映
じ
て
凪
信
連
の
金
繰
り
も
逼
迫
化
し
、
貸
出
金
の

回
収
強
化
、
事
業
迎
に
対
す
る
貸
出
の
制
限
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
ば
余
り
期
待
出
来

ず、

四
月
以
降
出
来
歌
迄
の
端
境
期
に
於
て
は
島
中
よ
り
の
無
担
保
借
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
実
情
に
あ
る
(
各
庖
〉
。

か
く
て
系
統
機
関
金
融
の
温
迫
は
昨
年
に
比
し
二
カ
月
早
め
ら
れ

た
感
が
あ
り
(
前
橋
、
松
江
)
、
農
業
手
形
の
出
廻
り
も
昨
年
よ
り
増
大
し
て
い
る
(
各
自
〉
。

各
国
の
支
払
準
備
制
度
世

¥
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
述
邦
準
備
飢
行
月
報
/

/
一
九
五
五
年
十
月
号
掲
戦
論
文
相
訳
¥

〔要

旨

〕

て
こ
こ
数
年
川
多
数
の
闘
に
お
い
て
支
払
搬
船
制
肢
が
創
殻
さ
れ
、
又
支
払
準
備
率
の
変
更

も
度
々
行
わ
れ
、
信
刷
抑
制
手
段
と
し
て
の
支
払
期
航
制
度
の
役
削
は
大
会
〈
な
っ
た
。
現

在
迄
の
経
料
は
支
払
準
柿
制
度
及
び
抽
出
伽
市
中
の
翼
民
と
い
う
機
能
は
公
定
歩
合
政
策
、
公
開

市
場
操
作
と
と
も
に
金
融
制
施
の
主
要
な
役
割
を
巣
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
、
支
払
準
備
制
度
は
当
初
預
金
者
保
範
の
目
的
を
も
っ

て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
め
る
が
、

一

九三一

O
年
以
降
車
的
金
融
調
整
の
一
手
段
と
し
て
再
認
識
さ
れ
、
一
九
四

O
年
以
降
支
払
準

備
金
の
設
定
及
び
文
払
準
備
率
変
吏
の
権
限
は
金
融
制
阿
佐
の
一
手
段
と
し
て
中
央
銀
行
に
対

し
付
与
さ
れ
る
傾
向
は

-
般
的
と
な
っ
た
。



一
、
支
払
準
備
制
度
に
は
支
払
準
備
率
が
変
更
さ
れ
得
る
可
変
準
備
制
度
(
採
用
国
二
十
六
か

国
)
、
支
払
準
備
率
が
法
令
に
よ
っ

て
固
定
さ
れ
て
い
る
固
定
準
備
制
度
(
採
用
国
五
、
六
カ

国
)
及
び
特
に
戦
後
み
ら
れ
た
も
の
と
し
て
現
金
の
外、

国
債
そ
の
他
の
銀
行
資
産
の

一
部

を
支
払
地
備
と
し
て
認
め
る
形
式
の
特
別
準
備
制
度
(
採
用
十一一
一
カ
国
〉
が
あ
る
。
然
し
最
近

の
傾
向
と
し
て
は
多
数
の
諸
国
が
現
金
と
と
も
に
国
僚
そ
の
他
の
収
益
資
産
を
支
払
準
備
と
・

し
て
認
め
る
方
式
よ
り
も
、
支
払
準
備
は
中
央
銀
行
に
対
す
る
預
ケ
金
の
み
に
限
り
、
而
も

支
払
準
備
事
を
変
更
し
得
る
可
変
準
備
制
度
を
採
用
し
又
こ
れ
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

一
、
支
払
地
備
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
は
ト
二
カ
国
で
、
日
本
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ス

ペ
イ
ン
を
除
き
他
は
何
れ
も
銀
行
制
度
の
い木
先
述
な
問
で
あ
る
。

一
、
要
求
払
預
金
に
対
し
て
は
定
期
制
金
に
対
す
ゐ
よ
り
・
両
率
の
文
払
準
備
率
を
課
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
が
、
れ
以
近
で
は
全
て
の
租
矧
の
預
金
に
対
し
.
伸
の
支
払
準
備
率
を
課
す
傾
向

が
あ
る
。
一
部
の
凪
で
は
預
金
残
高
に
対
し
て
で
は
な
〈
預
金
の
治
加
額
に
対
し
支
払
準
備

本
を
認
し
て
い
る
。
又
米
国
の
如
く
銀
行
を
地
域
的
に
区
分
し
異
る
支
払
準
備
率
を
諒
し
て

い
る
国
も
若
干
あ
る
。
大
部
分
の
固
に
お
い
て
は
現
金
支
払
準
備
は
中
央
銀
行
に
対
す
る
無

利
息
預
ケ
金
よ
り
な
り
、
又
支
払
準
備
事
変
更
可
能
最
高
、
最
低
限
度
を
設
け
て
い
る
。
支

払
準
備
額
及
び
預
金
債
務
額
は

一
週
間
又
は
一

カ
月
の
平
均
額
に
よ
り
算
定
し
て
い
る
国
が

多
い
。

一
、
支
払
準
備
率
変
更
の
度
数
は
固
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
支
払
準
備
制
度
は
支
払
準
備
率
の

変
更
が
な
い
場
合
で
も
信
用
抑
制
効
果
を
有
す
る
。
支
払
準
備
率
の
変
更
は
商
業
銀
行
が
信

用
供
与
を
行
う
場
合
に
必
.
裂
な
過
剰
準
備
・州
酬
を
大
幅
に
増
減
す
る
必
要
が
あ
る
と
か
、
基
本

的
金
融
政
策
合
変
更
す
る
場
合
に
限
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
国
も
あ
り
、
ま
た
よ
り
蝉
力
的
に

鹿
々
支
払
準
備
本
を
変
更
し
て
い
る
岡
も
あ
る
。
一
部
の
凶
で
は
支
払
準
備
率
の
変
更
は
同

際
収
支
が
囲
内
金
融
に
与
え
る
影
響
を
捌
挫
す
る
た
め
に
主
と
し
て
利
用
さ
れ
、

X
回
債
市

場
の
未
発
速
な
回
で
は
公
刷
市
場
操
作
の
代
用
を
し
て
い
る
困
も
あ
る
。
又

一
部
の
図
で
は

支
払
準
備
制
度
を
質
的
信
用
統
制
手
段
と
し
て
利
則
し
た
凶
も
あ
る
。

て
貿
易
依
存
度
の
大
き
い
闘
で
は
銀
行
組
織
全
体
と
し
て
の
過
剰
準
備
額
は
季
節
的
に
も
大

き
〈
増
減
し
金
融
を
撹
乱
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
金
融
政
筑
の
基
調
を
変
更
す
る
必
.裂
が

各
国
の
支
払
準
備
制
度

-な
く
と
も
、
右
過
剰
準
備
の
大
幅
な
増
減
を
均
等
化
す
る
た
め
支
払
準
備
率
の
変
更
が
行
わ

れ
る
。

註

E
凸
0
55
R

S
包
切
削
W
H
H
W
M
W
2
0
3
0
何
O
A
E
2
5
8
g
hp
げ円。包
J

区
。巳
yq

MW@AH芯
毛
。
]刊

の
吋
由
民
広

告
戸
内
回
切
戸Mmwu
g
mm
。
。
ロ
内虫
色
。
ロ
♂
可
申
仏
OH1MH日
開
。回
AWH〈
冊

切
削V
H
HH

内
。
同

Z
0
4
4
M「
O
吋}内
・
。
口什

-
E
mu-

〔訳

文

〕

こ
こ
数
カ
年
間
諸
外
凶
に
お
い
て
通
貨
政
策
が
復
活
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
諸
国
に
お

い
て
商
業
銀
行
の
支
払
準
備
制
度
は
信
用
抑
制
手
段
と
し
て
の
重
要
性
を
増
大
し
て
き
た
。
多

数
の
祐
外
国
に
お
い
て
支
払
準
備
制
度
が
新
た
に
設
定
さ
れ
、
或
は
既
存
準
備
制
度
の

一
部
が

改
.止
さ
れ
、
又
支
払
雌
帥
側
部
変
更
の
回
数
も
増
加
し
て
い
る
。
今
R
商
諜
銀
行
制
金
伯
務
に
対

し
支
払
準
備
を
必
誕
と
し
な
い
凶
は
ど
〈
僅
少
に
す

F
な
い
。

最
近
の
支
払
準
備
制
度
創
設
の
傾
向

約
二
十
年
前
に
は
商
業
鍛
行
を
し
て
中
央
銀
行
に
最
低
額
を
法
定
準
備
と
し
て
預
金
せ
し
め

る
法
砕
を
有
す
る
闘
は
、
米
国
、
商
ア
フ
リ
カ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
及
び
一
部
の

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
す

F
な
か
っ
た
。
右
以
外
の
国
で
は
商
業
銀
行
が
白
主
的
に
中
央

銀
行
に
預
金
を
預
け
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
更
に
、
中
央
銀
行
に
対
ナ
る
残
高
と
同
じ

く
手
許
現
金
を
も
含
め
て
最
低
現
金
支
払
準
備
を
維
持
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
悶
も
若
干
あ

っ
た
。
起
源
的
に
は、

こ
れ
ら
支
払
準
備
金
は
殆
ど
全
て
の
固
に
お
い
て
預
金
の
引
出
し
に
応

じ
得
る
充
分
な
資
金
を
確
保
す
る
手
段
と
看
倣
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
右
準
備
金
は
商
業
銀
行

組
織
の
疏
助
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
預
金
者
を
保
護
す
る
と
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
。

一
九
三
一0
年
代
の
半
ば
に
至
っ
て
初
め
て
、
商
業
銀
行
の
支
払
準
備
(
原
則
と
し
て
中
央
銀

行
に
対
す
る
預
ケ
金
残
高
の
形
式
含
と
っ
て
い
る
〉
が
新
規
銀
行
貸
出
及
び
投
資
々
金
の
ア
ベ

イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
l
、
ひ
い
て
は
通
貨
盈
を
調
整
す
る
量
的
金
融
政
策
の
一
手
段
と
し
て
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
支
払
準
備
が
こ
の
よ
う
な
新
し
い
概
念
を
も
っ
て
み
ら
れ
る
に
剃
っ
た

こ
と
を
明
瞭
に
示
す
-
つ
の
証
左
は
金
融
政
策
の

一
環
と
し
て
右
支
払
準
備
車
変
耐え
の
法
的
権

限
が
中
央
線
行
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
右
権
限
は
一
九
一一
一
一
一
一
年
に
は
制
限
さ
れ
た
形

で
、
一
九
=
一
五
年
に
は
よ
り
広
範
な
基
準
で
迎
邦
準
備
制
度
却
.4会
に
与
え
ら
れ
、

一
九
三
六

年
に
は
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
準
備
鍛
行
に
、
一
九
三
七
年
エ
ク
ア
ド
ル
、

一
九
一ニ
九
年
ヴ
エ
ネ

四
五
七



資

料

ズ
エ
ラ
の
各
中
央
銀
行
に
対
し
与
え
ら
れ
た
。

一
九
四

0
年
代
初
期
以
降
、
支
払
準
備
金
を
設
定
及
び
変
更
す
る
中
央
銀
行
の
法
的
権
限
は

中
央
銀
行
法
の

一
つ
の
共
通
な
特
色
と
な
っ
た
。
か
か
る
諸
規
定
は
戦
争
中
及
び
戦
後
数
カ
年

間
に
多
数
の
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
京
び
ア
ジ
ア
諸
国
の
通
貨
法
に
加
え
ら
れ
た
。
西
ド
イ
ツ
中

央
銀
行
制
度
に
対
し
て
も
同
様
に
一
九
四
八
年
の
設
立
時
に
右
法
的
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。

支
払
準
備
部
が
可
変
な
支
払
準
備
制
度
へ
移
げ
の
傾
向
は
最
近
二
カ
年

一
層
.
蹴
蒋
と
な
っ
て
い

る
。
カ
ナ
ダ
及
び
ノ
ル
ウ

ェ
ー
は
か
か
る
文
払
単
柿
制
度
を
法
令
に
よ
っ
て
採
用
し
た
が
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
中
央
銀
行
と

-M
業
銀
行
-A
び
そ
の
仙
銀
行

・

問
で
右
趣
旨
の
紳
士
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
現
行
支
払
準
備
率
を
可
変
的
な

も
の
と
す
る
法
笑
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
か
か
る
可
変
支
払
準
備
制
度
の
普
及
傾
向
と
は
別

に
、
種
々
の
形
式
の
特
別
準
備
1

1原
則
と
し
て
現
金
及
び
国
債
も
し
〈
は
そ
の
他
の
銀
行
資

産
の
組
合
せ
ー
ー
が
戦
後
数
カ
年
に
多
数
の
諸
国
で
設
定
さ
れ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
及

び
イ
タ
リ
ー
で
は
戦
後
間
も
な
〈
銀
行
制
度
の
過
・出
の
流
動
性
を
削
減
す
る
た
め
に
か
か
る
特

別
準
備
制
庄
が
採
り
卜
一
げ
ら
れ
た
。
ス
ウ
L
l
デ
ン
で
は
朝
鮮
動
乱
後
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン

勃
発
時
に
ほ
ぼ
同
梯
の
支
払
準
備
制
度
が
法
令
に
よ
っ
て

プ
時
実
施
さ
れ
た
。
(
訳
能
、
一
九
主

五
年
初
則
に
中
央
銀
行
と
商
業
銀
行
間
で
自
主
的
に
預
金
債
務
に
対
し
一
定
制
の
市
備
を
保
有

す
る
旨
の
協
定
が
結
ぼ
れ
た
)
他
方
、

メ
キ
シ

コ
及
び
フ
イ
リ
ツ
ピ

γ
等
の
蜘
き
ラ
テ
ン

・
ア

メ
リ
カ
及
び
ア
ジ
ア
の
一
部
諸
国
で
は
質
的
信
用
統
制
の
一
部
と
し
て
か
か
る
特
別
粧
品
制
度

が
採
用
さ
れ
た
。
と
れ
ら
諸
国
で
は
準
備
と
し
て
保
有
す
べ
き
所
要
資
産
に
当
局
が
増
加
せ
し

め
ん
と
欲
し
て
い
る
特
定
の
種
類
の
貸
出
及
び
証
券
を
含
ま
し
め
て
い
る
。
出
般
を
準
備
と
し

て
認
め
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
商
業
銀
行
資
産
と
し
て
の
国
仰
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

昨
と
し
て
問
般
市
場
の
発
述
を
助
長
す
る
二
γ
段
と
み
ら
れ
る
。

現

i兄

可
変
税
金
支
払
単
砧
制
度

1
1耐
業
銀
行
支
払
準
備
の
最
も
重
要
な
迎
式
ー
ー
は
法
令
、
も

し
く
は
合
磁

当
局
、
商
業
銀
行
間
の
協
定
の
い
ず
れ
か
に
よ

っ
て
海
外
二
十
六
カ
国
で
実
施
中

で
あ
る
。
北
ア
メ
リ
カ
及
び
欧
州
七
カ
国
(
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
西
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ

ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
及
び
ス
イ
ス
)
、
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
の
九
カ
国
(ポ
リ
ピ
ア
、

エ
ク
ア
ド
ル

、

ホ

ン

ジ
ュ
ラ
ス
、

ブ
ラ
ジ
ル、

ガ
テ
マ
ラ
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、

四
五
八

ペ
ル
l
及
び
ヴ
エ
ネ
ズ
エ
ラ
〉
及
び
そ
の
他
の
十
カ
国
〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ピ
ル
マ
、

ロ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
韓
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
南
ア
フ
リ
カ
及
び

ヴ
エ
ト
ナ

ム
)
で
あ
る
。

セ
イ

中
央
銀
行
に
対
す
る
預
ケ
金
の
外
、
手
許
現
金
及
び
国
債
そ
の
他
の
資
産
を
支
払
準
備
と
し

て
み
と
め
る
特
別
準
備
制
度
が
実
施
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
そ
の
胞
行
が
予
想
さ
れ
る
の
は
欧
州

四
カ
国
〈
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ー
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
〉
、
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ

の
六
カ
国
ハ
チ
リ
、
コ
ス
タ

・
リ
ヵ
、
今
ユ

l
パ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
メ
キ
シ
コ
、
ウ
ル
グ

ア
イ
)
及
び
中
・栂
東
諸
国
の
三
カ
国
(
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
)
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
か
か
る
準
備
は
全
て
国
債
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
ま
た
可
変
現
金
支
払
準
備
制

肢
を
採
用
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
短
期
国
債
及
び
そ
の
他
流
動
資
・涯
を
含
む
可
変
特

別
準
備
制
度
も
存
在
す
る
。

英
国
の
場
合
は
別
で
あ
る
。
同
国
で
は
法
律
も
し
く
は
金
融
当
局
、
商
業
銀
行
間
の
正
式
協

定
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
支
払
準
備
な
る
も
の
は
存
し
な
い
が
、
概
し
て
商
業
銀
行
は
手
許
現

金
、
流
動
資
産
〈
財
務
省
証
券
を
含
む
)
の
預
金
伯
郡
に
対
す
る
最
低
比
準
を
維
持
す
る
と
い
う

慣
習
宏
一
つ
の
指
針
と
し
て
い
る
。
恐
ら
ぐ
銀
行
数
が
少
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
当
局
及
び
銀

行
が
密
接

K
協
力
す
る
と
い
う
伝
統
が
め
る
が
故
に
法
的
な
制
肢
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
ろ

た
勺
ノ
。

法
令
に
よ
り
一
定
率
の
法
定
準
備
を
維
持
す
る
と
と
を
焼
定
し
て
あ
る
岡
定
支
払
準
備
制
度

は
デ
ン
マ

ー
ク
、
イ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ト
ル
コ
汲
び

-
部
中
央
ア
メ
リ
カ
共
和
国
で
も
実

施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
法
令
に
よ
る
以
外
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
山
来
ず
、
主
と
し
て
預

金
者
の
保
髄
宏
目
的
と
す
る
。
現
金
の
他
に
知
州
国
仙
の
如
き
そ
の
他
の
流
動
資
産
を
一
一
般
に

含
む
右
四
注
文
払
搬
備
制
度
は
可
変
現
金
支
払
単
備
制
度
を
有
す
る
他
の
数
カ
国
で
も
引
脱
会

実
施
さ
れ
て
い
る
。
約
十
三
カ
国
で
は
商
業
銀
行
の
支
払
準
備
制
度
が
存
し
な
い
。
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
日
本
及
び
ス
ペ
イ
ン
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
諮
問
の
大
部
分
の
銀
行
制
度
は
未
発
迷
で
あ

る
。
し
か
し
日
本
で
は
中
央
銀
行
は
、
今
迄
英
行
は
し
な
か
っ
た
が
支
払
準
備
金
を
殻
定
且
つ

変
更
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
(
訳
註
、
日
本
で
は
木
行
政
策
委
員
会
に
準
備
率
変
更
の
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
設
定
に
つ
い
て
は
現
「
行
法
上
の
明
文
は
な
い
。
)
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

は
商
業
銀
行
は
中
央
銀
行
に
代
っ
て
預
金
を
受
入
れ
る。



主

な

特

色

支
払
準
備
制
度
の
特
徴
は
国
ご
と
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
あ
る
共
通

な
特
色
を
見
出
す
ζ

と
は
出
来
る
。
大
部
分
の
諸
外
国
は
米
岡
に
お
け
る
如
〈
要
求
払
預
金
に

対
し
て
は
定
期
預
金
に
対
す
る
よ
り
も
高
率
の
支
払
準
備
率
を
課
す
る
、
法
律
を
有
し
て
い
る
。

法
令
に
基
い
て
、
未
使
用
当
座
貸
越
額
を
挺
求
払
預
金
と
し
て
計
算
し
て
い
る
国
も
若
干
め

る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
銀
行
間
預
金
に
対
し
支
払
準
備
を
訓
附
す
る
法
伸
が
提
案
さ
れ
て
い
る
と

は
云
え
、
現
行
法
令
で
は
か
か
る
準
備
を
規
定
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

全
て
の
種
類
の
預
金
に
対
し

一
律
の
支
払
準
備
率
を
適
用
す
る
国
も
多
い
。

特
に
過
去
二
年

間
に
支
払
準
備
制
度
を
創
設
し
た
国
に
お
い
て
然
り
で
あ
る
。
要
求
払
預
金
及
び
定
期
預
金
に

対
し
異
な
る
支
払
搬
船
事
を
適
用
す
る
と
い
う
の
は
、
銀
行
預
金
を
保
髄
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
初
期
の
立
法
に
根
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
支
払
準
備
制
・
出
は
現
在
で
は
或

る
場
合
に
ほ
支
払
準
備
額
を
銀
行
信
用
膨
脹
可
能
最
高
限
度
安
規
制
す
る
手
段
と
し
て
使
用
す

る
と
い
う
と
と
、
又
銀
行
の
信
用
供
与
の
結
果
は
定
期
預
金
よ
り
は
む
し
ろ
要
求
払
預
金
が
増

大
す
る
と
い
う
論
理
に
立
脚
し
て
、
単
に
預
金
者
保
護
と
い
う
翻
点
よ
り
も
よ
り
広
い
基
盤
の

上
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

総
預
金
額
に
対
し
て
で
は
な
く
、
預
金
の
増
加
額
に
対
し
て
現
金
支
払
準
備
を
必
要
と
す
る

と
云
う
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
施
行
さ
れ
て
い
る
。
預
金
の
増
加

額
に
対
し
補
足
的
支
払
準
備
|

|
原
則
と
し
て
現
金
に
加
え
証
券
及
び
そ
の
他
資

産

!ー
を
必

要
と
す
る
と
云
う
方
式
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
若
干
の
ア
ジ
ア
及
び
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お

い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
か
、
又
は
現
行
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

米
国
に
お
い
て
は
企
図
的
な
支
払
準
備
制
度
が
最
初
に
導
入
さ
れ
た
時
に
存
し
て
い
た
銀
行

組
織
に
基
因
し
て
銀
行
を
地
域
的
に
区
分
し
て
取
扱
っ
て
い
る
が
大
部
分
の
諸
外
国
に
お
い
て

は
支
払
準
備
率
に
閑
し
銀
行
閣
に
特
別
な
区
分
を
設
け
て
い
な
い
。
た
だ
メ
キ
シ
コ
及
び
西
独

は
地
域
的
な
区
分
を
し
て
い
る
。
西
独
は
吏
に
銀
行
の
規
峡
に
応
じ
て
異
な
る
支
払
準
備
率
を

適
用
し
て
お
り
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー、

ス
ウ
&
1
デ
ン

及
び
ス
イ
ス
も
ま
た
各
種
の
方
法
に
よ
っ
て
銀
行
の
規
模
に
応
じ
興
る
支
払
準
備
率
を
適
用
し

て
い
る
。
若
干
の
固
に
お
い
て
は
、
手
許
現
金
を
支
払
準
備
に
含
ま
し
め
て
い
る
が
、

大
部
分

各
国
の
支
払
準
備
制
度

の
国
に
お
い
て
は
支
払
準
備
は
中
央
卸
行
に
対
す
る
無
利
息
預
金
よ
り
成
っ
て
い
る
。
特
に
カ

ナ
ダ
及
び
若
干
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
如
〈
、
厳
近
二
カ
年
間
の
う
ち
に
支
払
準
備
制
度
を

設
け
た
と
こ
ろ
は
、
然
り
で
あ
る
。
手
許
現
金
を
支
払
準
備
と
し
て
認
め
な
い
と
と
と
な
る
と

単
一
銀
行
(
訳
註
、
支
庖
を
持
た
ぬ
銀
行
の
意
)
の
場
合
に
は
、
距
離
的
な
関
係
か
ら
比
較
的
多

額
の
手
貯
現
金
を
所
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
こ
の
よ
う
な
銀
行
は
、
他
の
銀
行
に
比
し

不
利
な
取
扱
い
を
う
け
る
と
と
と
な
る
が
、
大
部
分
の
諸
外
国
に
お
い
て
は
こ
の
間
越
は
探
刻

で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
υ

一
部
の
国
に
お
い
て
は
、
支
払
準
備
率
の
変
更
可
能
限
度
に
制
限
は
な
い
が
、
大
部
分
の
固

に
お
い
て
は
そ
の
銀
行
組
織
の
構
造
法
び
そ
の
現
金
通
貨
の
変
動
の
儒
等
の
如
何
に
よ
り
支
払

準
備
率
変
更
の
限
度
を
設
け
て
い
る
。
更
に
若
干
の
固
に
お
い
て
は
支
払
準
備
本
の
変
更
は
漸

進
的
で
、
事
前
通
告
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
劃
定
し
て
い
る
。
現
金
支
払
準
備

率
の
変
更
可
能
な
最
低
及
び
最
高
限
度
は
固
に
よ
っ
て
大
矛
な
聞
き
が
あ
る
。
最
低
限
度
は
オ

ラ
ン
ダ
の
零
パ
ー
セ
ン
ト
の
如
〈
低
い
も
の
か
ら
キ
ュ

ー
バ
の
一
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
よ
う

な
高
い
も
の
ま
で
あ
る
。
最
高
限
度
は
カ
ナ
ダ
の

一
二
パ

ー
セ
ン
ト
が
最
も
抵
〈
、
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
及
び
ア
ジ
ア
の
多
〈
の
聞
に
お
い
て
は
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
述
す
る
も
の
が
る
る
。

預
金
の
増
加
抑
制
に
対
す
る
補
足
的
鼎
備
は
原
則
と
し
て
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
の
商
事
ま
で
設
定

し
帯
る
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
支
払
準
備
率
も
ま
た
固
に
よ
っ
て
非
常
に
異
な
る
。
現
金
支
払
準
備

は
ス
イ
ス
の
若
手
の
銀
行
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ

・
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
低
率
か
ら
ホ
ン
ジ

ュ
ラ

ス
の
要
求
払
澗
金
に
対
す
る
一
一一一斗
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
ま
で
あ
る
。
こ
の
両
極
端
の
間
で
支
払

準
備
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
カ
ナ
ダ
で
は
総
制
金
に
対
し
て
八
パ

ー
セ
ン
ト
、

オ

ラ
ン
ダ
で
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
西
独
で
は
要
求
払
預
金
に
対
し
九
乃
至
二

一
パ
ー
セ

ン
ト
、

X
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
二

・
玉
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る。

大
部
分
の
国
に
お
い
て
支
払
準
備
率
変
更
の
権
限
は
中
火
銀
行
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
如
〈
少
数
の
阿
に
お
い
て
は
政
府
ま
た
は
中
央
銀
行
政
策
委
員
会
に
お
け
る

そ
の
代
諜
者
が
中
央
銀
行
の
決
定
に
刻
し
拒
否
権
を
所
有
し
て
い
る
か
、
又
は
政
府
が
変
更
権

を
所
有
し
て
い
る
。
若
子
の
闘
に
お
い
て
は
、
支
払
準
備
率
変
更
の
権
限
は
特
別
な
機
関
例
え

ば
ベ
ル
ギ
ー
の
娘
行
委
員
会
、
ギ
リ
シ
ャ
の
通
貨
委
員
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

四
五
九



資

ド}

支
払
準
備
額
を
算
定
す
る
に
は
各
種
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
部
分
の
闘
で
は
毎
日

の
支
払
準
備
徹
及
び
預
金
債
務
額
は

一
週
間
か
ら
一
カ
月
に
か
け
て
の
期
間
の
平
均
を
と
っ
て

い
る
。
カ
ナ
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
特
別
の
平
均
方
法
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
場
合
に
は

一
カ
月
の
う
ち
或
る
特
定
の
日
の
支
払
準
備
徹
ま
た
は
預
金
債
務
額
が
問
題
と

な
る
。
然
し
乍
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
含
む
少
数
の
固
に
お
い
て
は
支
払
準
備
額
の
平
均
は

許
さ
れ
ず
、
支
払
準
備
額
は
日
々
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
部
分
の
国
は
支
払
準
備
観
の

引
算
方
法
を
基
礎
と
し
て
準
備
不
足
額
に
対
し
罰
則
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
の
翻
則
の
度
合
は

国
に
よ
っ
て
大
き
な
開
暑
が
あ
る
。

支
払
準
備
率
の
変
更

支
払
準
柿
率
の
変
更
が
各
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
最
近
の
傾
向
は
、
一
般
信
用

状
態
を
引
締
乃
至
経
和
す
る
細
川
力
的
余
融
政
策
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
金
融
政
策
手
段
に
対
す

る
依
存
肢
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
支
払
準
備
総
の
変
更
は
最
近
に
至

っ
て
支
払
準
備
制
肢
を
側
設
し
た
国
々
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
支
払
準
備
率
変
更
に
関
す
る

法
的
権
限
を
古
く
か
ら
有
し
、
然
し
ζ

れ
を
実
行
し
て
い
な
か
っ
た
国
々
に
お
い
て
も
屡
々
行

わ
れ
て
い
る
。
最
も
多
く
支
払
準
備
率
を
変
更
し
た
の
は
西
独
、
オ
ラ
ン
ダ
、

コ
口
ン
ピ
ア
、

メ
キ
シ
コ
、
ォ
ー
メ
ト
ラ
リ
ア
友
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
西
独
に
お
い
て
は
一
九
四

八
年
七
月
右
制
肢
が
設
立
さ
れ
て
以
来
八
回
の
変
更
が
行
わ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は

一
九
五
四
年

三
月
に
創
設
さ
れ
て
以
来
七
聞
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
現
行
法
が
施
行
さ
れ

た
一
九
五
一
年
以
降
通
常
の
支
払
準
備
制
肢
が
改
正
さ
れ
、
吏
に
補
足
的
支
払
準
備
が
施
行
さ

れ
又
ζ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
。
一
方
メ
キ
シ
コ
で
は
支
払
準
備
本
及
び
支
払
準
備
の
構
成
が
鹿
々

変
吏
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
支
払
準
備
率
|
所
甜
「
特
別
勘
定
」!
は
一
九
四
一
年
創
設

以
来
腿
々
剖
披
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
九
三
三
年
の
初
制
の
支
払
狩
備
率
が
一
九

五
二
年
に
引
上
げ
ら
れ
て
以
来
三
年
間
の
内
に
九
回
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。

然
し
乍
ら
大
部
分
の
回
に
お
い
て
は
支
払
準
備
部
の
変
更
は
よ
り
度
数
が
少
〈
又
当
初
の
率

に
変
更
を
加
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
明
白
は
第
-
に
カ
ナ
ダ
、
ノ
ル
ウ
ヂ
l

の
如

〈
発
達
し
た
銀
行
組
織
な
布
す
る
多
〈
の
悶
が
比
般
的
最
近
に
歪
っ
て
可
変
的
支
払
準
備
制
肢

を
採
則
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
文
払
準
備
制
肢
を
導
入
し
た
南
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
〈

は
、
金
融
制
度
が
相
対
的
に
未
発
達
で
あ
る
た
め
、
弾
力
的
通
貨
政
策
の
役
割
、
従
っ
て
又
支

四
六

O

払
準
備
率
変
更
の
効
果
も
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
支
払
準
備

率
の
変
更
は
或
る
固
に
お
い
て
は
過
剰
準
備
繍
が
大
幅
に
増
減
す
る
と
か
、
過
貨
政
策
が
大
幅

に
変
更
さ
れ
た
場
合
に
商
業
銀
行
が
信
用
供
与
の
た
め
使
用
し
得
る
過
剰
準
備
制
宏
調
整
す
る

の
に
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
支
払
準
備
は
支
払
準
備
率
の
変
更
を
行
わ
な
い
図
に
と
っ
て
も
文
庫
々
極
め
て
有

益
で
あ
っ
た
。
二
疋
の
支
払
準
備
率
は

一
定
額
の
過
剰
準
怖
に
謀
、
雪
拡
大
し
将
る
預
金
畳
一
(
訳

註
、
銀
行
組
織
全
体
と
し
て
の
信
用
供
与
可
能
限
度
の
意
、

一
定
額
の
過
剰
準
備
に
基
〈
信
用

供
与
可
能
限
度
は
理
論
的
に
は
支
払
準
備
率
の
逆
数
で
あ
る
)
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
公
開
市
場
操
作
に
よ
っ
て
通
貨
信
用
量
を
調
整
す
る
場
合
に
も
、
(
右
操
作
の
効
果
の
度

合
を
左
右
す
る
)
有
効
な
基
盤
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
金
、
外
国
為
替
保
有
高
の
如
き
外
部

要
因
の
変
動
に
伴
い
過
剰
準
備
が
増
加
す
る
に
拘
ら
ず
、
国
内
要
因
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
そ
の

結
果
支
払
準
的
が
増
大
し
な
い
と
か
又
外
部
要
因
に
よ
っ
て
支
払
準
備
が
減
少
す
る
よ
う
な
場

合
中
央
銀
行
政
筑
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
な
い
限
り
支
払
部
備
本
が

一
定
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
身

大
き
な
抑
制
効
果
を
・
加
す
も
の
で
あ
る
。

各
種
支
払
準
備
制
度
に
関
す
否
最
近
の
経
験

支
払
準
備
に
関
す
る
諸
外
悶
の
経
験
は
そ
の
銀
行
制
度
と
金
融
及
び
資
木
市
場
の
構
造
が
米

凶
の
そ
れ
と
非
常
に
異
な
っ
て
お
り
そ
の
直
而
す
ゐ
問
題
が
桐
述
す
る
た
め
、
米
国
の
経
験
と

は
当
然
異
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
ぷ
一木
支
払
準
備
の
変
更
及
び
術
足
的
支
払
準
備
の
賦
税
五
び
免
除
は
現
在

ま
で
主
と
し
て
問
凶
の
対
外
収
支
の
変
化
に
対
応
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
金
及
び
外
国

為
替
の
収
得
が
通
貨
置
に
与
え
る
拡
恨
的
効
架
・
な
相
殺
す
る
た
め
よ
り
布
市
中
な
支
払
準
備
お
が

諜
せ
ら
れ
、
又
金
、
外
国
為
僻
の
流
出
の
場
合
に
は
支
払
準
柿
率
は
引
下
げ
ら
れ
た
。
然
し
乍

ら
本
年
四
月
、
令
一
及
び
外
国
為
替
保
有
高
が
急
激
に
減
少
し
た
際
に
も
支
払
戦
術
制
が
増
・
制
さ

れ
た
。
布
は
国
内
信
用
が
引
統
&
C
膨
脹
し
た
為
金
融
当
局
が
為
替
切
下
げ
の
危
険
金
軽
減
す
る

と
と
も
に
版
物
な
愉
入
統
制
の
必
要
を
減
少
さ
せ
る
為
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
は
現
金
文
払
準
備
の
変
更
は
戦
時
中
金
及
び
外
国
為
替
の
流
入
に
伴
う

信
州
膨
脹
の
危
険
を
相
殺
す
る
た
め
に
主
と
し
て
行
わ
れ
た
。
支
払
準
備
制
肢
が
変
更
さ
れ
、

各
種
政
府
証
券
及
び
特
定
の
種
類
の
飢
行
貸
出
合
支
払
準
備
と
し
て
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。



従
っ
て
支
払
準
備
制
度
は
、
国
家
目
的
に
沿
う
と
み
な
さ
れ
る
銀
行
貸
出
の
増
大
を
奨
励
す
る

と
と
を
目
的
と
し
た
質
的
信
用
統
制
手
段
と
し
て
の
性
格
が
大
き
〈
な
り、

銀
行
信
用
総
額
の

増
大
を
防
止
す
る
量
的
手
段
と
し
て
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
に
み
え
る
。
質
的
信
用

統
制
手
段
、と
し
て
は
、
支
払
準
備
制
度
は
通
常
の
質
的
信
用
統
制
手
段
が
持
つ
と
同
じ
弱
点
、

特
に
各
届
銀
行
貸
付
資
金
の
最
終
的
使
途
が
必
ず
し
も
常
に
明
確
に
規
制
し
得
沿
い
と
い
う
点

に
つ
い
て
の
弱
点
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
仙
来
な
か
っ
た
。
然
し
、
最
近
に
韮
っ
て
支
払
準
備

額
の
内
に
中
央
銀
行
か
ら
の
み
獲
得
し
得
る
或
る
離
の
資
産
を
含
ま
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
支
払
準
備
制
度
は
銀
行
信
用

一
般
の
膨
服
を
抑
制
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
て
い

る。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
特
別
勘
定
と
い
わ
れ
て
い
る
特
別
現
金
支
払
準
備
制
度
が
中
央
銀

行
の
信
用
統
制
の
主
要
手
段
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は

-
般
的
な
支
払
準
備
率
が
制
定
さ
れ
ず
、

支
払
準
備
率
が
銀
行
に
よ
っ
て
輿
な
る
と
い
う
点
で
預
金
の
増
加
額
に
対
し
現
金
支
払
準
備
を

必
認
と
す
る
方
式
の
一
種
の
変
形
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
制
度
は
一
九
四

一
年
、
大
蔵
省

の
お
平
財
政
え
ひ
同
際
収
支
の
受
取
超
過
に
基
〈
戦
時
中
の
銀
行
資
産
の
流
動
性
の
増
大
を
減

少
さ
せ
る
目
的
そ
も
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
外
国
為
替
保
有
高
の
減
少
期
に

は
、
特
別
勘
定
制
度
は
凶
際
収
支
の
赤
字
是
正
の
た
め
の
信
用
抑
制
の
た
め
の
手
段
と
し
て
よ

り
は
、
寧
ろ
外
国
為
替
の
減
少
が
銀
行
資
産
の
流
動
性
に
与
え
る
効
果
を
相
殺
す
る
た
め
に
主

と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
然
し
乍
ら
、

一
九
五
五
年
初
期
よ
り
外
国
為
蒋
保
有
高
が
減
少
し
た
一

年
間
、
特
別
勘
定
の
軽
減
率
は
外
国
為
替
保
有
高
の
減
少
率
を
下
廻
っ
て
い
た
か
ら
、
銀
行
資

・
援
の
流
動
性
は
減
少
し
た
。
こ
の
抑
制
的
効
栄
は
一
部
商
業
銀
行
の
政
府
証
券
保
有
高
の
減
少

に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
銀
行
が
貸
出
を
羽
大
さ
せ
る
の
に
必
要
な
支
払
準

備
を
料
る
た
め
に
同
債
を
売
却
し
た
の
で
、
中
央
銀
行
は
一
九
五
四
年
、
銀
行
は
国
債
及
び
流

動
資
必
の
合
計
制
を
預
金
伯
務
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
決
定
を

行
っ
た
。
か
ぐ
し
て
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
は
や
り
よ
く
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

エユ

l
ジ
l
ラ
ン
ド
の
例
は
銀
行
組
織
は
よ
く
発
達
し
て
い
る
が
政
府
証
券
市
場
が
極
め
て

狭
臨
で
あ
る
と
い
う
固
に
お
い
て
支
払
準
備
制・
肢
が
公
開
市
場
操
作
の
代
用
を
し
て
い
る
よ
い

事
例
で
あ
る
。
支
払
準
備
率
を
変
更
す
る
こ
と
は
一
九
三
六
年
に
認
め
ら
れ
た
が
一
九
五
二
年

に
至
る
ま
で
は
そ
の
変
更
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
銀
行
の
支
払
準
備
は

名
閣
の
支
払
準
備
制
度

阿
国
の
間
際
収
支

-Aび
中
央
銀
行
の
政
府
預
金
残
高
の
増
減
に
よ
っ
て
主
と
し
て
彫
響
さ
れ
、

従
っ
て
季
節
的
に
大
き
く
変
化
す
る
。
一
九
五
二
及
び
五
一
三
年
の
中
央
銀
行
の
確
聞
た
る
政
策

は
、
銀
行
の
中
央
銀
行
預
ケ
金
(
支
払
準
備
〉
が
増
加
し
こ
れ
を
相
殺
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
支
払
準
備
率
を
引
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
需
嬰
が
増
大
し
、
銀
行
貸
付
が
引
続
き
膨
脹
し

て
い
る
今
日
の
エ
ユ

I
ジ
1
ラ
ン
ド
で
は
通
貨
政
策
は
よ
り
重
要
な
役
割
を
背
負
さ
れ
て
い

る。
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
当
局
者
の
現
作
の
政
策
は
そ
の
公
的
声
明
に
よ
れ
ば
、
銀
行
の
中
央
知

行
へ
の
.鵠
ケ
金
、
銀
行
の
貸
付
額
及
び
一
般
経
済
制
勢
の
動
向
如
何
に
よ
り
支
払
継
柿
率
を
小

刻
み
に
鹿
々
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
定
歩
合
も
長
い
間
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
現
伝
で
は
再
び
役
割
を
演
ず
る
に
至
っ
た
し
、
支
払
準
備
率
の
引
上
は
現
在
迄
銀
行
の
支

払
準
備
に
庄
迫
を
加
え
て
き
た
か
ら
銀
行
は
必
要
準
備
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
中
央
銀
行
の
借

入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
〈
な
っ
た
。
或
る
銀
行
は
、
ロ
ン
ド
ン

・
バ
ラ
ン
ス
の
売
却
を
通

じ
、
中
央
線
行
預
ケ
金
(
支
払
準
備
)
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
菰
し
銀
行
の

政
府
証
券
保
有
高
は
極
め
て
少
い
か
ら
、
こ
れ
を
売
却
し
て
も
必
袈
額
の
支
払
準
備
を
料
る
と

と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
外
向
為
替
バ
ラ
ン
ス
の
売
却
が
支
払
準
備
率
引
上
げ
の
効
果
を

ど
の
程
度
制
限
し
て
い
る
か
は
未
だ
は
っ
会
り
わ
か
ら
な
い
。
支
払
準
備
に
加
え
ら
れ
た
一
社
カ

は
既
に
最
近
に
お
け
る
銀
行
貸
出
の
動
静
に
反
映
し
て
い
る
。

西
独
及
び
オ
ラ
ン
ダ
は
最
も
米
国
の
そ
れ
に
類
似
し
た
形
の
支
払
準
備
制
度
を
螺
用
し
て
お

り
、
両
国
と
も
よ
く
発
達
し
た
銀
行
組
織
と
金
融
資
本
市
場
を
有
し
て
お
り
文
中
央
銀
行
が
比

較
的
有
効
な
公
開
市
場
操
作
を
実
施
し
得
る
。
然
し
乍
ら
両
国
の
中
央
銀
行
当
局
は
支
払
準
備

の
変
更
の
目
的
に
対
し
若
干
兵
な
る
見
方
な
し
て
い
る
。

西
独
で
は
既
に
述
べ
た
如
ぐ
、
支
払
準
備
制
肢
は
現
行
の
中
央
銀
行
制
度
を
創
股
し
た

一
九

四
八
年
の
法
伴
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
ド
イ
ツ

・
レ
ン
ダ
!
・

パ
ン
ク
は

-
九

五

一
年
商
業
銀
行
が
大
蔵
省
証
券
を
含
め
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
流
動
比
率
を
守
る
こ
と
を
要
請

し
た
。

大
規
模
な
公
開
市
場
操
作
は
ド
イ
ツ

・
レ
ン
ダ
1

・
パ
ン
ク
が
市
場
性
あ
る
政
府
証
券

を
多
量
に
獲
得
し
た
最
近
の
協
定
が
出
来
る
ま
で
は
実
行
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
(
訳
註
、
一
九

五
五
年
五
月
レ
ン
ダ
1

・
パ
ン
ク
は
手
持
の
非
市
場
国
俄
で
あ
る
永
久
国
債
の
一

一怖
を
こ

O
億

マ
ル
ク
を
限
度
と
し
て
市
場
債
で
あ
る
短
期
政
府
証
券
に
交
換
し
た
。
)
西
独
の
支
払
準
備
率

四
ノ、



長f

料

は
創
設
後
一
年
間
は
屡
々
ト変
更
さ
れ
た
が

一
九
五
三
年
二
月
以
降
は
、
公
定
歩
合
の
引
上
げ
に

続
き
支
払
準
備
率
を
引
上
げ
た
一
九
五
五
年
九
月
迄
は
変
更
が
な
か
っ
た
。
木
年
初
め
の
公
的

発
表
に
あ
る
如
〈
、
当
局
者
は
支
払
準
備
率
の
変
更
は
原
則
と
し
て
銀
行
組
織
の
流
動
性
を
構

造
的
に
変
化
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
と
み
て
い
あ
。

と
れ
に
反
し
オ
ラ
ン
ダ
で
は
支
払
準
備
制
度
は
若
干
よ
り
弾
力
性
あ
る
機
能
を
担
っ
て
い
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。
現
金
支
払
埠
備
は
主
左
し
て
金
設
び
外
国
為
替
の
涜
入
に
伴
う
銀
行
組
織

の
流
動
性
の
増
大
を
相
殺
す
る
目
的
を
も
っ
て
一
九
五
四
年
に
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
中
央
銀

行
は
阿
国
の
金
及
び
外
国
為
替
旅
備
が
明
滅
し
て
も
必
ず
し
も
常
に
支
払
準
備
事
の
変
更
を
必

要
と
す
る
も
の
で
は
・な
い
と
言
明
し
て
い
る
。
然
し
乍
ら
中
央
銀
行
は
旦一一一口
を
続
け
、
仮
令
阿
国

の
金
及
び
外
闘
為
替
準
備
制
酬
が
不
変
で
あ
っ
て
も
、
公
開
市
場
操
作
に
先
立
っ
て
支
払
単
備
率

の
変
更
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
と
一吉
田
っ
て
い
る
。
事
実
中
央
銀
行
は
公
開
市
場
操
作
及
び
文
払

準
備
率
の
変
更
を
同
時
に
又
別
仰
に
行
っ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
銀
行
は
こ
れ
に
加
う
ゐ
に
預
余
債
務
の
三

O
乃
至
附
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
純
間
内

で
、
特
定
政
府
証
券
を
含
む
流
動
的
際
航
を
要
求
す
ゐ
こ
と
を
内
・
容
と
す
る
柿
足
的
現
金
支
払

準
航
空
叫
附
す
る
純
限
を
有
し
て
い
る
。
商
業
銀
行
が
各
種
償
還
則
の
短

・
中
則
政
府
証
券
を
多

量
に
保
有
し
て
い
る
た
め
こ
の
規
定
は
オ
ラ
ン
ダ
で
は

一
般
的
に
概
め
て
震
裂
な
怠
義
を
・有
す

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
・
肢
は
、
金
融
当
向
者
が
必
裂
が
生
じ
た
場
合
、
金
融
引
締

の
効
果
が
尚
業
銀
行
の
国
債
の
売
却
に
よ
っ
て
効
栄
を
減
少
さ
れ
る
と
と
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
あ
。

結諸
外
国
の
前
業
銀
行
支
払
準
備
制
・
世
に
附
す
ゐ
経
験
か
ら
若
干
の
傾
向
井
」山
内
州
中
一
的
問
問
が
山

て
き
て
い
る
。
第
一
に
多
数
の
諸
外
聞
が
現
金
と
と
も
に
間
航
そ
の
他
の
収
益
資
肢
を
支
払
準

備
と
し
て
認
め
る
方
式
よ
り
も
、
可
変
的
現
金
支
払
準
備
方
式
を
採
川
し
、
も
し
く
は
強
化
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
注
目
す
る
に
仰
す
る
。
か
か
る
傾
向
は
、
質
的
信
用
統
制
か
ら
量
的
、

一
般
的
過
賞
政
鍛
に
主
に
依
存
す
る
方
向
へ
移
っ
た
山
界
的
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
迎
貨
政
策
の
霊
安
性
の
明
大
を
も
示
唆
す
る
。

紘
一
前
安
定
維
持
の
た
め
に
泊
貨
政
策
な
必
.
耐
火
と
す
る
場
合
現
金
支
払
準
備
事
の
変
更
は
銀
行

料
備
金
の
ア
ベ

イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
1
合
酬
明
滅
す
る
の
に
有
力
な
る
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
過
剰
都

三A
a居"

四
，、、

備
を
大
幅
に
増
減
す
る
た
め
に
の
み
支
払
準
備
率
の
変
更
を
行
う
米
国
と
異
な
り
、
多
く
の
諸

外
岡
は
こ
の
手
段
を
比
較
的
開
力
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
み
て
お
り
、
従
っ
て
支
払
準
備
率
を

か
伝
り
何
度
も
変
更
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
債
市
場
が
狭
院
な
た
め
に
公
開
市
場
操
作
の

実
行
が
不
可
能
な
諸
国
で
は
、
支
払
準
備
率
の
変
更
が
公
定
歩
合
を
有
効
に
す
る
第

一
の
方
法

の
よ
う
で
あ
ゐ
。

他
方
公
開
市
場
操
作
の
可
能
な
諸
外
国
に
お
い
て
は
支
払
準
備
率
の
変
更
は

公
開
桁
場
操
作
と
関
迎
し
て
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
通
貨
政
策
の
有
効
性
、と
弾
力
性
と
を
噌

加
す
る
。
支
払
準
備
率
の
変
更
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
ま
た
は
稀
に
し
か
行
わ
れ
な
か
っ

た
諮
問
に
お
い
て
さ
え
、
支
払
準
備
は
、
中
央
銀
行
貸
出
及
び
公
開
市
場
操
作
と
い
う
金
融
調

整
の
テ
コ
が
有
効
に
作
用
す
る
縫
子
台
を
与
え
る
も
の
と
し
て
膝
々
役
立
ち
う
る
も
の
で
あ

る。
商
業
銀
行
の
支
払
準
備
制
度
の
採
用
は
若
干
の
困
難
な
問
題
を
惹
起
す
る
。
支
払
準
備
額
を

全
般
的
に
引
上
げ
る
こ
と
の
各
銀
行
に
与
え
あ
影
響
は
過
剰
準
備
制
が
銀
行
間
で
不
均
等
で
あ

る
た
め
、
特
に
全
図
的
な
支
陪
制
肢
を
持
た
な
い
諸
凶
に
お
い
て
は
か
な
り
負
担
の
不
均
等
を

此
ず
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
た
め
現
在
行
わ
れ
る
支
払
幣
備
率
変
更
に
当
つ
て
は
事
前
通
告
を

行
い
、
且
つ
漸
進
的
な
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。
対
外
貿
易
依
存
肢
の
大
合
い
諸
国
に
は
右
制

度
と
凶
迎
し
て
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
即
ち
此
等
の
諮
問
で
は
銀
行
全
休
の
過
剰
準
備
制
酬
が
季

節
的
に
大
柄
な
変
動
を
示
す
た
め
、
仮
令
引
締
乃
歪
級
制
の
通
貨
政
策
を
隠
っ
て
い
な
い
則
問

で
さ
え
、
必
然
的
に
支
払
準
備
事
を
隈
々
変
更
せ
ざ
る
を
制
な
い
結
県
を
招
く
こ
と
に
な
ろ

う
。
尚
、
銀
行
が
多
傾
の
悶
般
を
保
有
し
、
且
つ
そ
れ
ら
を
売
却
ま
た
は
現
金
償
還
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
追
加
過
剰
準
備
を
強
制
何
し
得
る
可
能
性
の
あ
る
諸
国
で
は
い
ま

一
つ
の
共
通
の

問
題
が
発
生
す
る
。
し
か
し
多
く
の
訪
凶
で
は
戦
後
初
則
の
米
国
の
例
に
み
ら
れ
た
如
く
売
却

し
た
い
と
思
う
悶
仙
が
常
時
間
定
制
桁
で
い
つ
で
も
容
易
に
売
却
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
か
ら
、
多
〈
の
国
で
は
こ
れ
は
大
し
た
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
中
火
銀
行
が
悶
仙
仙
柿

支
持
を
放
棄
し
た
こ
と
は
斯
械
に
信
用
政
策
の

一
手
段
と
し
て
の
支
払
準
備
本
の
変
更
の
効
力

を
高
め
る
こ
と
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
。

全
般
的
に
、

附
業
銀
行
の
支
払
準
備
制
度
及
び
幣
備
率
の
変
更
と
い
う
機
能
は
公
定
歩
合
及

ぴ
公
開
市
場
操
作
と
と
も
に
発
達
し
た
金
融
市
場

-A
び
銀
行
制
肢
を
有
す
る
訪
問
に
お
い
て
通

貨
政
慌
が
有
効
に
作
用
す
る
上
に
霊
安
な
役
割
を
製
し
た
し
、

又
金
融
政
策
め
未
発
述
な
諸
国



に
お
い
て
も
金
融
統
制
の
有
効
性
に
非
常
に
貫
献
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
特
殊
な
金
融
政

策
手
段
は
多
数
諸
国
の
金
融
当
問
が
園
内
的
及
び
国
際
収
支
の
経
演
的
、
金
融
的
バ
ラ
ン
ス
を

保
持
す
る
上
に
大
な
る
価
値
の
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

(
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